
発言順
質問･質疑

の別

１ 　法外援護について

(1)
現行制度による援護を受けられない低所得世帯の、緊急かつ一時的な困
窮時に生活維持と安定を図るために支援をする法外援護制度の創設を要
望する。特に病気になった時の療養援護が重要と考える。

２ 　保育士の処遇改善について

(1)
政府は、国の配置基準より保育士を増やした保育園に加算する方針を決
めた。市の配置基準は加算を受けられる状況である。これを機に人員増
など更なる労働環境の改善を希望するが、今後の対応を伺う。

(2)
特に正職員の負担が重くなっている。正職の人数を増やせないなら、正
職と同じ勤務時間で働ける人員を増やすべきであり、その人材確保のた
めには、賃金アップが必要と思うが、所見を伺う。

３ 　がん対策について

(1)

国立がんセンターが予防できるがんの金銭的負担の推計を発表した。最
も負担額が多い胃がんのリスク検査として、ＡＢＣ検診がある。その結
果により、ピロリ菌感染者は除菌をすることでリスクを低下でき、ハイ
リスク者は毎年の検診で早期発見に繋げられ効果的。推進できないか伺
う。

(2)
肺がんの原因である能動喫煙は、ピロリ菌に次ぐ経済的負担額である。
更なる禁煙推進が必要と思うが、取り組みを伺う。

(3)
野々市市の脳ドック受診時に、大腸がん検診も同時に受けられるように
項目を増やし、受診者の便宜を図ると共に、がん検診の推進をすべきで
はないか。

４ 　オストメイトについて

(1)

オストメイトとは人工肛門や人工膀胱などの手術をうけられた方の事を
言う。ストーマの管理が大変であり、様々な行動ができにくいと感じて
いる。生活しやすいよう、周囲の理解を進める取り組みはできないか伺
う。

(2)
ストーマ装具の経済的負担も年々大きくなっている。自治体からの給付
制度があるが、市の実際の支給額はいくらか。また対象者は何名か伺
う。

(3)
調査によると、給付額が間に合っていないとの回答が83.8％と多く、前
回調査より増加している。自己負担を軽減させるために、給付額を増額
できないか伺う。

１ 　県道野々市鶴来線本町交差点改良計画について

(1)

旧大倉外科医院跡地利用について、県道野々市鶴来線本町交差点の右折
車線を確保する道路改良を進めたいとのことですが、市民の願いである
ことからも市民の理解を得られる跡地利用計画の変更だと思う。そうな
ると、旧大倉外科医院跡地部分での拡幅改良だけでは変則的で不十分な
ものになる恐れがある。改良するのであれば、4方向で歩行者の安全確保
のために十分な幅の歩道を設けるとともに、見通しの良い交差点にする
など、抜本的な改良を行う必要があるのではないか。あわせて、そのた
めに必要な用地取得も含め、県の事業として行うことを県に要望してい
く必要があるのではないかと思うが、その考えはないか。
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２ 　中央公園拡張による新体育施設の整備計画とPFI事業について

(1)

新体育施設の建設、運営、管理等についてPFIないしはPPP事業として行
うことが検討されているが、２０２１年５月、会計検査院が、国が実施
するＰＦＩ事業についての「検査の状況の主な内容及び所見」を公表し
ている。それによると、実施状況では、「サービス購入型のＰＦＩ事業
について、ＶＦＭガイドラインの趣旨が各府省等において十分に理解さ
れていないことなどにより、ＰＳＣとＰＦＩ事業のＬＣＣについて、競
争の効果の有無の点で算定条件が一致しておらず、両者を比較するに当
たり適当でない状況となっていた。また、一部のＰＦＩ事業について
は、ＰＦＩ事業の選定時期の金利情勢が割引率に十分に反映されておら
ず、高めに設定されていた結果として、ＶＦＭが大きく算定され、ＰＦ
Ｉ方式の経済的な優位性が高く評価されていた可能性がある状況となっ
ていた」としている。そのうえで、所見で、「サービス購入型のＰＦＩ
事業に係るＶＦＭ評価に当たり、ＰＦＩ事業の選定時期等における金利
情勢を十分に考慮するなどして割引率を設定するとともに、ＰＳＣに競
争の効果を反映させるなどして、より実情に沿った算定を行った上でＰ
ＦＩ事業の実施について判断すること」を求めている。これは、事業選
定時期の長期国債の金利を割引率に的確に反映することによってPFIより
もPSCで行うほうが有利の場合があり、PFI事業ありきではないとしてい
ることにある。会計検査院の報告をどのように受け止めているか伺う。

(2)

建設資材の高騰や人件費等の上昇で事業費の増額補正や入札不調が相次
ぐなどにみられるように、これまで以上にPFI事業のVFM効果を客観的に
評価することが難しくなっているのではないか。会計検査院の指摘から
も、中央公園拡張による新体育施設の整備事業にあたっては、PFI事業あ
りきではなく、従来型の公共事業で行うことも排除すべきではないと思
うが、考えを伺う。

(3)

会計検査院は、所見で「各府省等は、内閣府におけるＰＦＩ事業の事業
期間終了に伴う評価の実施方法についての検討結果を踏まえるなどし
て、ＰＦＩ事業の事業期間終了に伴う評価を客観的に行うよう検討する
こと」を求めている。税金が当初の見込みどおりの効果があったのか検
証するのは行政の当然の責任である。本市のこれまでのＰＦＩ事業の効
果についても検証する必要がある。考えを伺う。

(4)

日本スポーツ協会スポーツ憲章第４条は、「スポーツは、性別や年齢、
障がいの有無などに関係なく、全ての人々が自由に楽しむ文化であり、
スポーツを楽しむことは、全ての人々の基本的な権利である」としてい
る。スポーツをする市民のすそ野を広げる上でも、新体育施設の整備計
画において、この条文を明記し進めることが重要ではないかと思うが、
考えを伺う。

３ 　学校体育館のエアコン設置を急げ

(1)

国連のグテーレス事務総長が「地球温暖化から地球沸騰化」と警告した
ように、今年の夏は、これまでに経験したことのない異常と言える暑さ
の連続で、9月に入っても真夏日が続いています。この暑さは学校におけ
る体育の授業等にも影響を及ぼしている。8月に、北海道で小学2年生の
女子生徒が体育の授業の直後に熱中症の疑いで亡くなるという事故も発
生している。屋外運動場での体育の授業は言うまでもなく、屋内での体
育の授業にも注意が必要となっている。子供たちが安心して体育の授業
を受けられるようにするためにも学校体育館のエアコン設置はもう待っ
たなしである。設置を急ぐよう求める。

４ 　母子手帳アプリについて

(1)
９月から導入した母子手帳アプリは家族もアプリを導入でき、妊婦の健
康記録や乳幼児の成長記録を見ることができるとなっているが、家族は
どの範囲までなのか。配偶者の家族は導入できるのか。

(2)

予防接種をはじめ各種案内が家族にも届くことになるが、ＤＶ被害で離
婚した場合、ＤＶ加害者及び、加害者側の家族のアプリをアプリ運営事
業者が利用停止できるようになっているのか。利用停止できないとＤＶ
被害者の避難場所が知られてしまうことになる。アプリ運営事業者の対
応はどうなっているか。
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(3)

経済同友会は２０２２年４月、「マイナンバーカードの持つすべての機
能は、スマホなどのデジタルデバイスに健康保険証などの機能とともに
移行すべき」と提言し、「将来的にはマイナンバーカードを廃止すべ
き」としています。日本の個人情報保護制度はデジタル先進国と比べて
も極めて脆弱で、本人の知らないところで個人データを蓄積し、プロ
ファイリングされることを拒否できない。母子手帳アプリに妊婦の健康
情報や乳幼児の発育記録が蓄積され、民間分野で流通することになると
考えると背筋が寒くなる。市は母子手帳アプリのデメリットをどのよう
に認識しているか伺う。また、市民に母子手帳アプリ導入を事実上強制
することがあってはならない。

５ 　北陸鉄道石川線の存廃問題について

(1)

８月３０日、赤字が続く北陸鉄道石川線の存廃について沿線自治体によ
る協議が行われ、存続させることが決められた。北陸鉄道は上下分離方
式による存続を提案していますが、議員として思うことは、公共交通と
しての石川線の存続は必要ですが、野々市市民の多くが利用の必要性を
感じない中で、市民負担が伴うことに行政も議会も慎重な検討が求めら
れており、同時に、北陸鉄道はほかの地方鉄道に見られるような営業努
力、経営努力をしてきたんだろうかというのが率直な思いである。市長
はどのように受け止めているか伺う。

(2)

沿線自治体が利便性向上に知恵を絞ることは必要です。私は、沿線首長
会議で示されたＪＲ北陸線への直通乗り入れが利用者増への大きな切り
札になると思う。直通で金沢駅とつながることになれば、野々市市民に
とっても白山市鶴来地区の市民にとってもこれ以上の利便性向上策はな
い。それは単に利用者の利便性向上にとどまらず、沿線の新たな発展、
活性化を促す効果も見込まれるのではないか。一方で、ＪＲ北陸線への
直通乗り入れには乗り越えなければならない大きな課題があることも記
されている。新幹線の橋脚間を通して線路を敷設しなければならないこ
とをはじめ、運行車両間における最高速度・保安装置の違い、北陸本線
側のダイヤの受け入れ余地の有無、運行車両の電圧の違い、IRいしかわ
鉄道とJR貨物の線路使用に係る問題等々、これらに要する経費も含める
とかなりハードルは高い。しかし、これは中長期的な計画で実現してい
かない限り石川線の存続はますます厳しいものになるのではないかと思
う。市長はどのようにお考えか伺う。

(3)

北陸鉄道が要望している、運行を北陸鉄道がして、線路や土地、車両基
地、駅舎、架線等々を沿線自治体が所有する公設型上下分離方式は、自
治体負担があまりにも大きく、とても受け入れることはできません。そ
の上で、存続にあたって、沿線自治体の費用負担がどうなるのかが野々
市市民にとって重要な判断材料となる。沿線首長会議で出されている資
料によれば、地域公共交通再構築事業等を活用し、鉄道用地のみを行政
に無償譲渡する案が沿線自治体の費用負担を抑えることができる見込み
としながら、北陸鉄道が事業を持続する可能性が確保されないため、さ
らなる対応として、沿線自治体による線路・電路保存費の一部を拠出す
ることが必要となるとしている。これは、北陸鉄道次第で一部負担の対
象が将来拡大されていく余地が残っているということなのか。

１ 　本市の財政状況について

(1)
令和４年度一般会計決算を踏まえ、本市の財政状況の現状と今後の推移
について、財政の健全化に向けた展望について伺う。

(2)
本市財政の健全化に向けた市長の考え方について伺う。また、財政健全
化集中取組期間３年目の現状と課題について伺う。

２

(1)

野々市市立地適正化計画において、ＪＲ野々市駅周辺エリアは利便性の
高い都市機能誘導区域として設定している。行政機能、商業機能を核と
した複合施設の立地をエリアとして誘導していくことを検討すべき時期
に来ていると考える。
市長のビジョンを伺う。

(2)
都市計画マスタープラン都市拠点の形成の中で行政施設交遊舎、北口プ
ラザのあり方、活用方法を検討すべき時期に来ていると考える。本市の
考え方を伺う。

安原　透12
質　問

（一問一答）

　長池土地区画整理事業組合設立とともに、JR野々市駅周辺の活性化につい
て考察する
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３ 　本市体育館における環境改善の必要性を考える

(1)

体育館の特に避難所としての役割から注目すると、2000年以降だけで
も、台風被害や、東日本大震災等の地震災害、台風に伴う洪水・土砂災
害等、毎年、多くの自然災害が発生しており、非常時の避難先として体
育館の役割がより重要になってきている中で、体育館の環境の充実と改
善、特に熱中症対策は急務といえる。本市の考え方を伺う。

(2)

体育館屋内で運動中に発生する熱中症は大きな問題である。熱中症事故
は気温だけでなく湿度も大きく影響しており、気温が比較的低くても湿
度が高ければ発生している。たとえ日射のない室内でも、湿度が高けれ
ば熱中症の危険性が高まる。本市の考え方を伺う。

１ 　打ち水について

(1)

今年の夏も例年以上に猛暑・酷暑と言われる日々が続きました。市民の
方々からも暑さ対策についてお話をする機会がよくありました。その対
策のひとつとして「打ち水」は古来より日本で行われてきましたが、
「打ち水」はどのような効果があると認識されているのか市長の見解を
お伺いします。

(2)
例えば、複数年実証実験という手法で、融雪装置やミストシャワー等を
作動させて冷却効果を検証されたりする事は一考と考えますが、市長の
見解をお伺いします。

２ 　野々市市土地開発公社について

(1) 土地開発公社の役割についてご認識をお伺いします。

(2)
野々市市土地開発公社が果して来られた主な実績と直近の財務状況につ
いて健全性が保たれているのか、ご見解をお伺いします。

(3)

全国の自治体を見渡しますと、土地開発公社の役割は終えたと言う事で
解散されている自治体も見受けられますが、本市においては、これから
のまちづくりや都市基盤整備を進めて行く中で、土地開発公社は今後も
引き続き必要だとお考えなのか、市長のご意見を伺います。

(4)

現在、策定中の「野々市中央公園拡張整備事業基本計画」であります
が、当初の予定では今年１２月に策定されると受け止めておりました
が、その後「年度内」と言う答弁に変わったという風に受け止めており
ます。
本計画では拡張予定の約９.6haは現在公有地ではありませんので野々市
市土地開発公社が土地交渉・先行取得をする形になるのか、また先行取
得するのであれば、概算費用はどの程度を見込んでいるのか、加えてど
の時期から手続きを行うのか、取得に要する見込み期間も含めましてそ
れぞれのご見解を伺います。

３ 　PFI事業について

(1)
本市でのPFI事業で整備した野々市小学校、給食センター、中央地
区整備事業（カレード、カミ—ノ）これらの事業の成果の検証につ
いて、その効果（メリット・デメリット）について伺います。

(2)
令和５年６月に内閣府でローカルPFI推進について発表されました
が、本市ではどのように受け止めているのかお伺いします。

(3)
今後計画される中央公園拡張整備事業でローカルPFIの手法について導入
の検討はなされるか伺います。

１ 　中学校の部活動に関連した熱中症対策ついて

(1)
中学校における今年度の熱中症の発生状況は
本市において今年の夏の現在までに中学校の生徒が部活動及び帰宅途中
において、熱中症で医療機関へ搬送された事例があるか伺う。

(2)

熱中症アラートの活用について
熱中症の危険性がきわめて高いと予想される日の前日又は当日早朝に、
都道府県ごとに熱中症警戒アラートが発表されるが、発表された場合の
部活動実施可否はどのように判断しているか伺う。

9 小堀　孝史
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(3)

米沢市の女子中学生が部活動後の帰宅途中に熱中症で死亡したことにつ
いて
7月28日に米沢市で部活動を終えて帰宅途中だった女子中学生(13)が国道
わきの歩道で倒れているのが見つかり、病院に搬送された後、死亡しま
した。文部科学省はスポーツ庁と連名で、全国の教育委員会などに学校
の熱中症対策の徹底を求める通知を出しました。
本市において、文部科学省の通知を受けて、いつどのような内容で周知
されたか伺う。

(4)

本市における「暑さ指数」の測定実施状況について
本市の各中学校において、部活動の実施検討段階で「暑さ指数」は測定
しているか。併せて、教育委員会はどのように「暑さ指数」の測定を確
認しているか伺う。

(5)

今後の部活動実施後の熱中症対策について
これからの地球環境を考慮した時、これまで体験したことがない暑さへ
の対策が必要です。熱中症対策がマンネリ化しないよう、人命に関わる
ことを再認識した対応が急務になっています。
今回の米沢市の事故は、日本全国に警笛を鳴らしています。事故が起き
る前に対策を検討する必要があります。
今後、今年の残暑も含め、猛暑への対応が重要な課題と考えますので、
児童生徒の部活動終了後の熱中症予防措置について、今後の方針等あり
ましたら伺います。

２ 　インターネットの安全な使用について

(1)

生徒が安全にインターネットを使用するための教育について
令和5年度の青少年育成研修会に参加し、「メディアと上手につきあう～
情報化社会で生きる力を育むつきあい方～」の講演を拝聴しました。本
市において、ＧＩＧＡスクール構想における学校教育におけるネットト
ラブルに対する教育はどのような内容で行われているのか伺います。

(2)

デジタルシティズンシップ教育の実施について
オンラインメディアが普及した子どもたちの生活環境を前提とし、かつ
子どもたちの自律と課題解決を促すことを目標にしたデジタルシティズ
ンシップ教育を導入に向けて取り組まれては如何ですか、伺います。

１ 　防災・減災について

(1)
女性防災士の増員に向けた改善策及び女性防災士が資格を取得した後の
活動のサポートについて

(2) 地区防災計画の策定に関する今後の予定について

(3) 災害時における結ネットの利用促進の支援策について

(4)
水害時における高齢者施設などの要配慮者利用施設の避難確保計画の作
成と避難訓練の実施状況について

(5)
水害時以外における高齢者施設などの要配慮者利用施設の避難計画の作
成と避難訓練の実施状況について

２ 　高齢者施設サービスの現状と在宅介護のケアについて

(1)
特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・グループホーム（認知症対応
型共同生活介護）などの入居希望者数と待機状況について

(2)
経済的な理由や、保証人になってくれるご家族がいないというような特
別な事情がある方で施設に入所ができずに待機をされている方の対応に
ついて

(3)
高齢者ご本人の急な状態の悪化や、高齢者を介護されるご家族が事故に
あわれた場合など、緊急時における市の支援体制について

小堀　孝史9
質　問

（一問一答）
5

質　問
（一問一答）

6 中村　和流3
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

１ 　現在計画している新たなスポーツ施設におけるドッグランの設置について

(1)

令和４年度末、本市における犬の登録頭数は２，０８６頭であります。
朝晩犬の散歩に歩く市民を数多く見かけております。特に夕方、犬に
とってアスファルト・コンクリートの歩道では、肉球の火傷を心配する
愛犬家が多数おります。新たなスポーツ施設において、ドッグランを併
設してはどうかと提案いたします。市民が２頭ずつ養っていると仮定し
ても、１，０００人以上、お二人で来られればプラスアルファの利用者
が見込めます。スポーツにかかわっております団体の登録者数を調べて
も１，０００人の団体はありません。先進地視察の施設におきまして
は、ローカルファーストのもと、事業者はもちろんのこと、施設利用者
ファンの獲得により施設運営が黒字となっておりました。本市において
も、新しいスポーツ施設を利用いただけるファンを獲得するためにも
ドッグランが必要と考えます。ドッグランによって、犬の理容店・ドッ
グカフェも検討できると考えます。市長の所見を伺います。

２ 　本市における変則交差点について

(1)

交差点に進入する際、進行方向や道路幅で優先順が決まっていますが、
優先順位がわかりにくい変則交差点があります。
本市の南から順に、新庄・藤平田・稲荷・押野・御経塚と５か所確認い
たしました。そのうち、藤平田と稲荷については優先道路にはカラー塗
装が完了しております。ほかの三つの変則交差点は、センターラインが
消えかかっている箇所もあり早急に先行する事例と同等のカラー塗装を
おこない、安全対策をすべきであります。その道路周辺で生活をしてい
る市民の安全確保、また交通事故を防ぐためにもカラー塗装を提案いた
します。市長の所見を伺います。

３ 　のっティの運行ルート一部見直しについて

(1)

現在、のっティの運行ルートについては５４町内会すべて網羅した運行
ルートとなっております。しかしながら、多数の年配の市民から、「う
ちの町内の面積は大きいのに、バス停の場所が偏っている」、「町内会
の隅のところにバス停が設置されている」などの声を多く聞いておりま
す。改めて、4ルートすべてののっティに試乗いたしました。確かに、市
民の声のとおりでした。大幅な見直しでは、運行時間制限・運行資材・
運転手の確保など、色々制限があります。現行ルートの一部を見直し、
奇数時間と偶数時間にわけて既存ルート、一部見直しをしたルートの運
行を提案いたします。そうすれば、新たな投資もせず、のっティの車両
数、運転手人員の変更はなく可能であると考えます。市長の所見を伺い
ます。

４ 　メモリアルパークののいちの清掃管理料について

(1)

昨年、メモリアルパークののいちの販売募集が開始されました。墓石型
については１次応募多数につき、追加工事が行われ２次募集となりまし
た。順調に利用者が増えていると聞いております。一般墓の場合、現在
の申込と同時に受け取る管理料は、通路や水場など共用部分にかかる清
掃・剪定・芝刈りなどの維持管理等に使用していると思われます。一方
で、墓石が設置されている墓地区画は自己管理となっております。墓地
の利用者より、管理料について見直しをして欲しいとの声を聴くことが
多くなってきております。具体的には、「花、ローソク、線香、キリコ
など処分を依頼したい」墓石などの水洗いなどは考えていないとのこと
であります。処分サイクル１か月ごと、２か月ごと、３か月ごとについ
ては、検討いただくとして、利用者からは追加で管理料を支払ってで
も、一般墓の供え物などの処分を依頼したいとのことであります。墓地
区画には、番号があり見分けることはできると思います。本市が窓口と
なることが困難ならば、シルバー人材センターを活用するなどの方法が
あると考えます。市長の所見を伺います。

５ 　ＪＲ野々市駅周辺の交通渋滞について

(1)

現在、ＪＲ野々市駅前後にあります長池道踏切・御経塚踏切が夕方５時
半ごろから以前は３０分程度でありましたが、現在は１時間程度の交通
渋滞になっていると周辺住民の声が多く聞かれます。現場に出向きます
と、白山市横江方面からの車が直進し北口を通り越して保育園手前を右
折する車が以前より多くなり渋滞が発生しております。このことを考え
ますと、横江のイオンモールと新しくできたホームセンターと食品スー
パーで働く従業員・パートの方々の車ではないかと思えます。市におい
て、交通量調査を行い適切な対応を求めるものであります。調査結果は
わかりませんが、二つの企業の従業員の方々に、渋滞解消の協力を求め
る場面も想定しております。市長の所見を伺います。

質　問
（一問一答）

朝倉　雅三7 8
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

１ 　都市計画関連について。

(1) 市街化区域と市街化調整区域の現状について。

(2) 市街化調整区域での土地利用のあり方について。

(3) 都市計画道路の整備状況と今後の整備計画について。

２ 　現在施行中の土地区画整理事業について。

(1) 各事業の進捗状況について。

(2) 事業完了に向けた問題点、課題点についての支援策について。

３ 　ＪＲ北陸本線、野々市駅の活用について。

(1) 北口の旧改札室の再活用について。

(2) キャッシュレス決済などが可能な無人型店舗について。

４ 　地下横断歩道の照明施設のLED化について。

(1)
地下横断歩道の照明施設のLED化率は、現時点ではどの程度なのか、ま
た、LED照明に更新していない場合のLED化の設置計画について。

(2) 設置の際、優先順位やその理由について。

１ 　市職員の処遇改善について

(1)

市役所機能の持続可能な未来のために、現職の職員や、これから就職す
る人達にとって、高いモチベーションを維持して働ける魅力のある職場
にする必要に迫られている。通勤手当や育児部分休業の見直しや社会福
祉業務手当の創設など、思い切った処遇改善を早急に進める必要がある
と考えるがいかがか。

２ 　除雪対策について

(1)

雪害対策本部を設置する降雪量の基準緩和や、一次・二次路線、生活道
路の除雪についての判断基準を伺いたい。また、各町内会に積雪観測地
点を設けることで、よりきめ細やかで迅速な対応が実現すると考えるが
いかがか。

(2)
町内会除雪費補助金の対象となる期間や条件など、具体を詳しく伺いた
い。

３ 　中央公園拡張工事について

(1)
新聞報道に屋内施設と広場優先という記事が掲載された。第３回野々市
中央公園拡張整備事業基本計画検討委員会が示した方針を伺う。

１ 　異常気象による災害等に関する件

(1)

今後も地球温暖化による異常気象で猛暑日が年々増加する可能性がある
ことから、災害時、市民の皆さんの避難所として利用される本市の小中
学校体育館及び公共施設等の内、まだ空調設備が未設置の施設に、小中
学生および市民の命を守る観点から是非とも早急に空調設備の設置をお
願いしたい。
市長のご所見をお伺いします。

(2)

総務省は、災害対策基本法の改正により、2021年５月から各市町村に
「避難行動要支援者の個別避難計画」の作成を努力義務としました。
それから２年半余りが過ぎようとしていますが、本市における進捗率
15％強にとどまっている要因は何なのか市長のご所見をお伺いします。

(3)

私たち高齢者及び後期高齢者を含めた人達にとって、何時「避難行動要
支援者」になるともしれません。そう言う立場におかれた市民の皆さん
のために、支援する側も支援される側も、勉強会や訓練に参加し、避難
行動を住民自ら検証して、地区防災計画の策定にかかわることが重要と
考えます。今後、本市の地区防災計画の進め方について、市長のご所見
をお伺いします。

向田　誠市10
質　問

（一問一答）
10

9 西本　政之13
質　問

（一問一答）

4
質　問

（一問一答）
8 西村　雅博
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発言順
質問･質疑

の別
議席・氏名 質問・質疑の内容（通告原文のとおり）

(4)

河川の氾濫対策として、以前に中林地区の七ケ用水郷用水で行った川底
を二段に掘り下げる工事を国・県・七ケ用水等と一緒に検討してはいか
がか。
市長のご所見をお伺いします。

２ 　都市ガス事業について

(1)
金沢エナジー株式会社は、本年度より本市の一部地域で都市ガス計画が
予定されているとお聞きしておりますが、どのような計画になっている
のか市長にお伺いします。

(2)
本市における都市ガスインフラ整備はどのようなメリット・効果が新た
に期待できるのか。市長のご見解をお伺いします。

３ 　マイナ保険証について

(1)
共同通信が全国市区町村長に行ったマイナンバーカードに関するアン
ケートで、本市の回答は「その他の回答」と表記されていましたが、
「その他の回答」の内容及びその経緯を教えていただきたい。

４ 　本市の教育問題について

(1)
文部科学省が実施した「2023年度全国学力テスト」における本市小中学
生の正答率と全国や県内市町との比較、また本市における新聞教育をど
のように取り入られておられるのか、お伺いします。

１ 　子ども食堂及びフードバンク、フードパントリーの取り組みについて

(1)

　子ども食堂に関わる各団体の取り組み、活動内容についてどの様に把
握されているか。
　フードバンクやフードパントリーの取り組みを市社会福祉協議会が実
施しているが、その取り組みを市として後押しなり、支援される考えは
ないか。

(2)
　子ども食堂を開いても参加者が少ないと聞いている。子ども食堂の周
知を行う際、子供たちに一番近い存在である学校、保育園等の協力は欠
かせないと思うが、市はどのように関わられたのか。

(3)

　子ども食堂及びフードバンク、フードパントリーに関わっている市社
会福祉協議会など各団体の繋がり、ネットワークづくりはできているの
か。
　子ども食堂を支える仕組み作りは、行政が窓口となって、形を整える
必要があり、担当者の異動があっても、変わらない対応が取れるように
していくことが重要である。
　子ども食堂に対して、今後、市としてどのような取り組みをするか伺
う。

２ 　子どもたちの朝食の欠食について

(1)

　夏休みを終え新学期に入って間もない今、朝食を欠食する子どもたち
が増えると予想される。欠食の状況把握のため、夏休み中の朝食の状況
(回数、時間、内容等)と新学期に入ってからの朝食についてなどのアン
ケート調査を実施し、子どもたちの状況を把握・検証してはどうか。
また、成長や健康のため、孤食の解消、食育、地域の方々との関わりも
できる「朝食を学校で食べよう」という取り組みをコミュニティ・ス
クールを活用して実施することは出来ないか。

３ 　街路樹の管理について

(1)

　背丈の高い街路樹の根元が歩道のアスファルトやブロックを押し上
げ、歩道に段差ができており、高齢者の手押し車やベビーカー、車椅子
の通行にも支障があるのではないか。
　背の高い街路樹は、落ち葉が排水溝に詰まったり、倒木の危険がある
など、管理が困難ではないか。防災の面でも、背丈の高い街路樹をや
め、背丈の伸びが少ないか、低木にしていくことが望ましいと思うが、
いかがか。

10

田中　陽子5
質　問

（一問一答）
11

向田　誠市
質　問

（一問一答）
10
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